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	　肺がん高感受性マウスにタイプA相当の放射性模擬粒子を投与する動物実験を行い、肺の推定線量が180 mGy以下の被ばくにおいて局所内部被ばくによる発がんリスクが高まる可能性を示した。本動物実験では発がん化学物質NNK前処理により肺がん標的細胞のDNAが損傷し、発がん過程を1ステップ進めた状態で放射性微粒子を投与している。このため、放射性微粒子を貪食するマクロファージ由来の活性酸素種（ROS）、炎症性サイトカイン、増殖因子による微小環境変化が肺がん標的細胞に影響を及ぼして発がん過程に関与する仮説を今後検証する。本年度の知見ではマクロファージが無い上皮細胞培養系でタイプBとの共培養によって、炎症性サイトカインの下流遺伝子の発現が増加する知見を得たことから、マクロファージに加えて、上皮細胞からの分泌因子による微小環境変化について検討する。上記の微小環境変化には不溶性微粒子の取り込み、および放射線被ばくのそれぞれが関与する可能性があるため、不溶性セシウム粒子投与時の誘因について、微粒子の取り込み単独の作用、取り込んだ微粒子から発する放射線、および微粒子の取り込みと放射線の両者が介在する可能性を検討し、NNK処理後の発がんプロセスにおける微粒子および放射線の関与を検討する。

